
令和7年度 試行的利用制度（概要）

上記の目的に合ったご利用課題を、支援機関と相談の上、利用者の方から
ARIMセンターハブに申請していただきます
本制度のご利用に当たっては、まず利用する支援機関とよくご相談下さい

初めて共用装置のご利用を考えられておられる方に、利用料、旅費を補助す
ることにより、アカデミアの研究者や中小・スタートアップ企業等の新しい
研究開発の推進を支援することを目的とします

目的

募集方法

※詳しくは、ご利用される支援機関、あるいは
マテリアル先端リサーチインフラセンターハブ事務局
までお問合せ下さい

お問い合わせ

申請の要件
・機器利用等で且つデータの提供など利用成果を広く社会に還元
することが条件となります

・大学、研究機関の研究者、または中小・スタートアップ企業の
利用者で初めてARIMをご利用される方に限ります

～利用料などを補助する制度があります～

マテリアル先端リサーチインフラ（ARIM）で
共用装置をご利用される方々へ

マテリアル先端リサーチインフラセンターハブ試行的利用事務局
E-Mail : arim-trial_use@nims.go.jp

補助の内容

・補助金の額は、上限20万円です
・利用料補助の他、遠隔地の方には旅費の補助もあります



全国25機関の最先端設備共用と技術サポートで
あなたの研究開発の課題を解決します

文部科学省 マテリアル先端リサーチインフラ（ARIM）事業

マ

ARIM事業の詳細とご利用のお問い合わせはこちらへ
マテリアル先端リサーチインフラセンター運営室
〒305-0047茨城県つくば市千現1-2-1 国立研究開発法人物質・材料研究機構

利用相談/技術相談

利用申請、受付

装置利用

利用報告書提出/利用料支払い

サポート内容
A variety of services

設備利用の流れ
Flow of usage

●透過電子解析
●走査電子/イオン解析
●X線回折
●走査プローブ解析

●共鳴分光
●質量分析
●光分光・顕微鏡
●走査プローブ解析

●成膜
●リソグラフィ
●エッチング
●熱処理・ドーピング
●樹脂成形
●機能評価

支援機関と保有設備群
Instituions ＆ Equipment

●計測・分析分野 ●加工・デバイスプロセス分野 ●物質・材料合成プロセス分野

NEW!

香川大学●●

名古屋大学●●●

名古屋工業大学 ●●

豊田工業大学●●

大阪大学●●●

奈良先端科学技術大学院大学
●●

広島大学
●●

日本原子力研究開発機構●

量子科学技術研究開発機構●

九州大学
●●

京都大学●●

北海道大学●●

公立千歳科学技術大学
●●

山形大学●●

東北大学●●

北陸先端科学技術大学院大学
●●

信州大学●●

筑波大学●●

産業技術総合研究所●●

物質・材料研究機構●●●

自然科学研究機構
●●● 東京大学●●

早稲田大学●●

電気通信大学●●

東京科学大学●●

共用設備検索サイト: https://nanonet.go.jp/facility.php

約1100台の共用装置と専任技術スタッフによるサポートを提供します
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